
令和５年度 第１回学校運営協議会 報告 

 

１ 日  時    令和５年４月 18日（火）午前９時 30分から正午まで 

 

２ 会  場    本校 会議室 

 

３ 出席者等 

(1) 学校運営協議会委員 

【委員①】元特別支援学校長（地域コーディネーター） 

【委員②】中村町自治会長 

   【委員③】静岡市大里生涯学習センター長  

【委員④】ありんこの里管理者 

   【委員⑤】ＪＡ中央会組織広報部長      

   【委員⑥】本校ＰＴＡ会長 

  ※【委員⑦】小糸製作所人事部企画課、欠席  

(2) 校内教職員 

校長、副校長、事務長、各学部主事、地域支援部長、教務課長 

 

４ 会議次第 

 (1) 開会 校長挨拶 

  (2) 学校運営協議会委員の任命 

  (3) 自己紹介 

(4) ふれあいタイム（校内参観等） 

 (5) 協議等 

 (6) 閉会     

 

５ 協議等内容  

(1) 令和５年度学校経営方針等 

ア 学校経営計画について（校長） 

   ・「学びをつなげる学校」を基に、子どもたちに「生きる力」をつける。 

   ・幼～中のつながりを大切に、社会に出た先も考えながら取り組む。 

   ・「取組目標」の中の重点目標について（目標・達成方法・成果指標等） 

   ・学校外、地域等外部の方々に発信していくことについて 

イ 各学部の経営方針等と地域との連携について 

   ・幼稚部は、子ども一人一人を“チーム幼稚部”で育てたい。 

地域との連携では、おたまじゃくし取り、田植えや稲刈りの情報、地域の自然情報を求 

む。 

   ・小学部は、“全員が主役”の気持ちで活動を促したい。 

地域との連携で、バケツ稲、交通安全ポスター等取り組めるものがあれば情報を求む。 

また、福祉について学習中、「みんなの幸せ」を学ぶために、施設の見学等を希望する。 

   ・中学部は「自分で判断し、気づき、考え、協働する生徒」を目標に、生徒が学校、地域

のために何ができるかを考えながら取り組みたい。 

外部との連携では、卒業後の社会を見据え、施設や企業の皆様から「働くこと」につい

ての講話、働く現場の見学を希望する。生徒からは、文化祭を開いて地域の方々と交流

したい、学習の自治会館等の清掃を行いたい、という要望が上がっている。 



   ・地域支援部は、センター的役割の充実を一層図りたい。通級生や教育相談の増加からニ

ーズが高まっていると感じている。 

本校生とのつながりを大切に、そして地域支援部の活動内容について、まず委員の皆様

に知っていただくように努める。 

   ウ 各学部の課題が捉えていることについて 

    ・幼稚部…チームで教師の専門性を高め、子供をしっかり育てること。 

    ・小学部…小集団の中でも、自信をもって社会に出られる子供を育てること。 

    ・中学部…生徒が関わり合いを生かしながら自分たちで考え、生徒自身が行動できる経 

験を増やし、主体性を育てること。 

    ・地域支援部…自身を理解し、他者に伝えられる力を育てる支援を行うこと。 

   

(2) 協議（各委員から） 

・小学生が取り組める活動について、後日紹介できるようにしておく。 

  ・中学生向けの「働くこと」に関するレクチャーについて、学校の卒業生の就職先の情報を

得ることができれば、参考にできる情報などのニーズに応えていきたい。また、将来の農

業関係の就職希望に向けて、情報を提供できる。 

  ・学校と地域のつながりを今年度は具体的に進めていきたい。田んぼの見学だけでなく、体 

験についても希望に応えられる。お年寄りとの交流（グランドゴルフ）、中学生との共同 

防災訓練ができたら良いとも考えている。 

・中村町公民館で、10月に文化的な催し（ふれあい祭り）を行うが、その場で学校紹介や手

話紹介等をする形で参加をするのはどうか。 

・大里生涯学習センターで 10月に文化祭を予定している。発表やパネル展示での参加はどう 

か。文化祭とは別に、年間を通じて作品展示も行っている。土日も開館しているので、普 

段作品を見ることが難しい保護者が参観に来ることができる。葵区のセンターでも同様に 

展示が可能である。また、ハートフルコンサート（大里中特別支援級）の発表会に一緒に 

参加してはどうか。新しいスポーツ（モルック）の体験活動も参加することができる。清 

掃体験については、いつでも受け入れが可能なので希望があれば連絡をするとよい。 

・当該事業所では、聴覚特別支援学校の卒業生も多数在籍している。見学に来て、先輩たち 

とのコミュニケーションを通して「働くこと」「人生について」学んでもらえたらよいの 

ではないか。 

・保護者同士のつながりが希薄になっていると感じる。少人数を強みにしていけたらと思 

う。 

 

６ その他 

・学校と各地域、関係機関等との連携・調整については、必要に応じて、各主事等が適宜連 

絡を取り合うこととする。 

 ・計画の内容にとらわれず、進捗状況等を話し合う場とする。 

  ・第３回の学校運営協議会の日時については、当初予定の８月１日から８月４日へ変更す 

る。 

   

 

 

 

 

 



 

            【ふれあいタイム（校内参観時）の様子】 

 

     


